
 

発 言 通 告 書  
 

令和 3年 11月 30日 

松 山 市議 会議 長   若 江   進  殿 

松 山 市議 会議 員   松 本 久美子 

次のとおり通告します。   
 

発言順位 ８ 受領日時 11月 30日 午前 11時 35分 2 枚中 1 枚目 

質問等の方式 一問一答方式  ・  一括方式 発言時間 約 35 分 

答弁を求める者 
･市長    ･教育長    ･選挙管理委員会委員長    ･公平委員会委員長 

･農業委員会会長    ･監査委員    ･公営企業管理者 

 

№ 件        名 発 言 の 要 旨  

1 新型コロナウイルス感染症対策につ （１）本市における第 5波の特徴や対応についての分析結果はどうか。 

 いて （２）ワクチンの 3回目接種について 

   ①本市の 3回目接種の想定人数について 

   ②まだ一度も接種したことがない人の接種も可能か。 

   ③モデルナワクチンとファイザーワクチンの確保について 

   ④接種のタイミングについて 

   ⑤交互接種はどのように行うのか。 

   ⑥個別接種、集団接種及び職域接種はどのように行うのか。 

   ⑦接種相談窓口の設置について 

   

2 障がい児の福祉対策について （１）本市がこれまで実施してきた対策及び今後計画している対策に 

   ついて問う。 

  （２）本市が指定する障害児通所支援や障害児相談支援の受皿は 

   十分に確保されているか。 

  （３）セルフプラン計画書は全体に比べてどれぐらいの割合で使用 

   しているか。 

   また、セルフプラン計画書を使用している理由について 

  （４）セルフプラン計画書を廃止し障害児福祉サービスを申請する 

   全ての人に相談専門支援員をつけることについて 

  （５）本市のリレーファイル「きずな」をどのように活用しているか。 

  （６）障がいのある子どもが小学校に入学する時の情報共有の推進に 

   ついて本市の所見を問う。 

   

3 新生児聴覚検査について （１）本市は新生児聴覚検査の受診状況をどのように把握しているか。 

   また、受診率はどうか。 

  （２）本市は検査を受診しなかった子どもへの継続したサポートをどの 

   ようにしているか。 

 



松 山 市 議 会 議 員  松 本 久美子 

 

 2 枚中 2 枚目 

 

№ 件        名 発 言 の 要 旨 

  （３）本市の全ての分娩取扱機関施設で自動聴性脳幹反応(AABR) 

   検査の受診を可能とすることについて、どのように対応していくのか。 

  （４）本市では検査により把握した要支援児と保護者に対し、療育が 

   遅延なく開始されるための指導や援助をどのように実施しているか。 

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

   

 


